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魅ﾐ諮心

　自然の中で、子供たちはそれぞれに于さぐりで、たく

ましく生きること、ガンバリ抜く精神力、そしてジッと

耐えなから生活の洵｣思をおのずから見つけ出してゆくも

のです。

　日頃勉強に追われて、遊びといえばファミコンなどに

熱中しかちなＴ倶たちに、夏休みは親の手元から子供た

ちを解き放し、負軍な体験の場を与えてみてはいかかで

しょう｡

　　　　(写真は、町宿泊研修施設で行われた至宝町衛

　　　　子供育成仝のキャンブファイヤーよ㈲
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淀
回
□
９
沿
Ｌ
フ
ツ

　
昭
で
は
、
七
［
［
回
日
に
実
施
し
た
部
制
導
入
を
契
機
に
、
町
民

の
意
向
を
よ
り
き
め
細
か
に
把
握
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
「
迅
速
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
わ
か
り
や
す
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
Ｌ
を
目
指
し
だ
広
脱
機
能
の
拡
充
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
町
長
の
公
約
で
あ
り
ま
し
た
「
町

民
堅
’
一
を
、
八
月
一
日
か
ら
新
た
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
室
の
業
務
に
は
、
総
務
部
企
画
財
政
課
広
報
広
腿
係
が
あ
　
　
．
‐

た
り
、
司
政
に
つ
い
て
の
意
見
、
要
望
等
、
各
課
と
調
整
を
し
な

が
ら
司
民
の
要
望
等
に
応
じ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
と
め

て
濠
い
り
ま
厚
・
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
電
話
8
2
　
１
２
３
４
内
縁

　
　
　
　
　
　
町
民
室
位
置
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サ
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フ
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．
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　　　　右よつと、粛粛まで……･j･欠jl急行列中を新設

　東武鉄道では、ダイヤ改Ｆを機に、８月９日から東武宇都官給に、1 11 1 往復、

快遣急行列車（しもつけ号）を新設しまＬたが、利用洒からたぃ゛xん便利になった

と好評です｡慨要は次のとおりです。

　　おもちやのまち発８時15分・壬生発８時22分→浅草匍9B励3分

　　浅草発17時30分→壬生羞19時２分・おもちやのまち匍19時９分

嶺停粛駅………浅扇、北干住（上りめみ）、春日部、栃木、斯栃木、

　　　　　　　壬生、おもちやのまち、江曽島、東武宇都宮

廸座席指定料金･--……大人600円、小人S00円

県
議
会
土
木
常
任
委
員
会
が
視
察

　
県
浪
士
土
石
常
任
．
々
‥
竺
で
示
幡

　
面
白
只
長
）
久
し
月
十
四
Ｈ
、

藤
井
歯
を
・
現
地
・
調
合
し
ま
し
ぺ

　
蒔
月
祖
は
Ｔ
生
内
街
餓
と
国
道
四

‥
．
り
縁
を
結
ぶ
県
道
笹
原
よ
采
線
の

一
級
河
川
・
黒
川
に
架
か
る
値
頃
で

４
が
、
裕
司
も
狭
い
卜
に
、
老
馬
比

が
者
し
く
、
近
く
に
は
壬
古
‥
一
一
絞
も

あ
宍
通
行
に
支
障
を
き
た
ヒ
ー
て
い

る
現
状
か
ら
、
町
で
要
望
に
て
い
た

も
の
で
す
．
今
回
の
訓
合
に
は
、
佐

藤
県
議
仝
議
几
棉
井
町
長
、
後
事

　
掛
け
声
勇
ま
し
く

　
　
　
　
八
　
坂
　
祭

　
屁
祭
り
を
代
去
ｊ
る
フ
作
‐
．
例
の
ハ

坂
祭
が
、
七
月
ヒ
目
７
士
ハ
Ｈ
ま
で

行
わ
れ
ま
し
勺
．
中
で
も
、
道
路
い

｀W･

町
議
公
議
几
渡
辺
同
社
設
水
λ
常

汪
姿
‥
［
こ
箔
同
席
し
『
工
生
バ
イ
パ

入
安
塚
パ
イ
パ
ス
可
の
整
備
促
進

に
フ
い
て
も
要
望
し
。
ま
し
た
。

・
・
．
汀
に
に
４
‐
っ
て
ね
リ
歩
く
、
大
み

こ
し
の
雄
姿
に
は
、
見
て
い
る
涌
行

人
も
号
さ
を
一
瞬
忘
れ
だ
か
の
よ
う

で
Ｌ
へ

　　　　　　藤井橋で説明を賢く

゛敬老の月″です９月は
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一災害防止を考える

〔
台
風
情
報
の
見
方
〕

｜

ｌ

こ
入
沢
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
″
と
い
Ｉ
わ
れ
る
よ
う
に
、
わ
た
し

た
ち
が
災
害
か
ら
、
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
常

日
頃
か
ら
心
が
け
て
お
ぐ
こ
と
が
大

切
・
で
す
。

「
々
１
報
。
１
．
１
ツ

ー
①
・
強
さ
と
大
き
さ
の
基
準
を
知
ろ
う

　
1
1
9
風
情
…
仰
で
は
、
よ
く
・
－
小
型
で

　
々
み
の
強
ベ
ー
・
’
と
か
「
中
や
で
強

　
ヤ
と
い
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
ま

　
す
で
こ
れ
は
台
風
の
勢
力
か
畳
Ｌ

　
た
も
の
で
す
。

　
　
た
だ
し
、
「
小
型
」
だ
か
ら
、

　
あ
る
い
は
　
弱
い
」
か
ら
斤
・
い
っ

　
て
除
心
・
は
禁
物
で
す
。
小
や
で
弱

　
い
台
風
で
も
、
強
い
風
と
雨
を
伴

　
『
っ
こ
と
ヤ
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
犬

②
予
報
円
と
暴
風
警
碩
以

☆
風
の
予
想
位
置
は
「
予
想
円

－

に
よ
っ
て
表
示
さ
・
れ
ま
す
、
予
報

ｍ
‥
と
い
う
の
は
、
台
風
の
申
ら
が

刑
達
す
る
と
予
想
さ
・
れ
る
範
囲
の

こ
と
で
ブ
こ
の
円
内
に
台
風
の
中

心
が
入
る
確
率
は
や
ハ
ー
ド
％
で
す
．

　
暴
風
域
は
通
常
、
中
心
を
囲
む

よ
う
に
広
が
ご
こ
万
『
．
心
－
均
風

通
で
お
お
む
釣
毎
秒
二
十
．
九
メ
ー

ト
ル
は
・
・
1
1
‐
の
風
が
吹
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
範
囲
で
先
ま
久

　
恥
風
威
に
入
る
可
能
性
の
あ
る
範

　
囲
は
一
夏
風
警
戒
威
」
と
し
て
表

　
Ｍ
・
・
れ
ま
士
≒

　
　
菰
風
威
の
防
開
に
ぺ
必
ず
強

　
風
紋
が
あ
り
、
暴
風
儀
や
承
服
警

　
震
域
の
な
い
台
風
も
強
風
威
は
伴

　
っ
て
い
ま
犬
な
お
、
強
風
威
は

　
予
報
図
に
は
表
示
さ
れ
ま
七
ん
祀

　
台
風
情
報
々
ど
で
発
表
さ
れ
ま
す

　
の
几
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま

　
ｔ

③
常
に
最
新
情
報
を
利
用

　
台
風
が
ロ
参
の
南
端
に
あ
た
る
父

　
島
、
南
大
東
島
、
沖
縄
県
の
南
西

　
諸
・
に
一
一
ま
で
接
近
１
る
と
、
台
風
ら

　
堂
西
は
一
時
間
ご
と
に
、
進
路
衿

　
報
は
二
時
間
ご
と
に
発
表
さ
・
れ
ま

　
　
ま
た
、
風
と
目
的
予
想
、
日
本

　
付
近
に
前
線
が
あ
る
場
八
［
に
は
そ

　
れ
ら
の
相
互
関
係
な
ど
、
台
風
囚
一

　
有
の
特
価
や
周
辺
の
状
況
と
の
か

　
か
・
わ
り
な
ど
か
ら
考
え
ら
れ
る
強

　
い
風
や
大
雨
に
よ
る
影
苦
な
ど
も

　
併
廿
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
　
台
風
ｙ
近
づ
い
た
ヘ
テ
レ
ビ

　
ー
・
・
フ
ジ
オ
な
ど
で
常
に
］
。
晋
聡
悟

　
報
を
利
用
し
て
く
だ
べ
・
・
い
。

j］

が
お
き
た
ら

一

　
地
さ
は
Ｔ
分
過
ぎ
れ
ば
ま
ず
安
心

　
で
す
。
揺
れ
を
惑
し
た
ら
す
ぱ
や

　
く
火
の
始
末
を
Ｌ
。
丈
夫
な
テ
ー

　
ブ
ル
今
机
々
ど
の
ド
に
身
を
か
く

　
し
、
よ
う
す
を
み
る
と
と
も
に
、

　
倒
れ
や
す
い
ク
ン
ヘ
．
Ｈ
鯛
本

　
顔
、
つ
リ
ド
げ
物
の
あ
る
場
所
、

　
重
い
も
の
を
の
せ
た
棚
の
近
く
か

　
ら
誤
れ
ま
す
。

　
　
火
災
が
各
地
に
お
こ
り
、
避
難

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
4
‐
い
場
合
も
あ

　
る
の
で
、
描
れ
加
お
さ
ま
っ
た
ら

　
地
函
消
却
に
坪
を
か
た
む
け
ま
し

　
　
ま
へ
あ
わ
て
て
外
に
と
び
山

　
す
と
、
。
瓦
・
殺
伐
・
が
ラ
ス
の
破

　
以
加
落
ち
て
き
て
か
え
っ
て
危
険

　
で
・
孔
座
ぶ
と
ん
な
ど
を
碩
に
万

　
せ
て
、
槌
物
の
外
へ
出
る
よ
う
に

　
し
ま
す
。

②
碍
に
い
る
と
き

　
回
を
胴
い
て
い
る
と
き
に
個
れ
を

　
感
じ
た
ら
、
巨
眼
瓦
・
右
折
な
ど

　
の
落
下
物
に
注
意
す
る
と
と
も
に

　
ブ
ｆ
ッ
ク
塀
、
加
計
‐
９
川
ベ
リ
に

　
近
よ
ら
な
い
よ
う
に
し
ド
ル
街
、

　
縦
令
街
の
路
ド
で
は
、
ハ
ン
ド
バ

　
ッ
ク
、
か
ば
ん
、
コ
Ｆ
ト
寺
で
頭

　
を
保
護
す
る
よ
う
に
し
ま
大

　
　
自
動
華
を
運
転
し
て
い
る
と
き

　
は
、
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
。

追
跡
の
左
側
か
や
池
に
寄
忙
て
庄

め
、
于
／
ジ
ン
を
切
宍
　
カ
ー
．
フ

ジ
オ
で
止
躍
な
情
報
を
キ
て
チ

し
ま
犬
車
か
ら
は
な
れ
る
と
き

は
、
必
ず
キ
イ
を
っ
け
た
ま
ま
に

し
、
ド
ア
ピ
ク
は
さ
け
ま
し
ょ

　
電
巾
∴
ス
に
乗
言
・
、
い
る
と

芦
沢
鼎
何
回
の
指
示
に
既
う
と

と
も
に
荷
物
順
か
ら
の
落
下
物
に

出
産
し
プ
つ
・
り
革
・
荷
物
爆
の
横

木
・
桂
な
ど
の
鰍
・
体
に
固
定
し
て

あ
る
も
の
に
つ
か
ま
り
乖
沢

　
特
に
定
命
で
ド
　
、
時
停
電
は

あ
っ
て
も
非
常
戎
源
が
作
動
す
ろ

の
で
落
ち
つ
い
て
行
鉛
才
り
こ
と

が
火
切
で
す
、

壬生町民憲章　１．心のふれあいを大切にし教讐と文化の高い町をつくります

缶
・
家
に
い
る
と
き
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交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
／

　
　
　
　
県
教
育
長
、
ヘ
リ
で
来
校

　
ヒ
リ
こ
ロ
、
全
校
生
徒
に
よ
る

　
ー
交
通
マ
づ
－
Ｕ
Ｐ
」
の
人
文
字
ぶ

形
作
ら
れ
た
函
犬
飼
中
学
校
袖
山

み
女
心
衛
門
校
穏
を
、
池
鴫
和
雄
県

報
教
育
良
が
県
警
ヘ
リ
Ｊ
ブ
タ
上
ふ

広
れ
ま
し
勺

ｍ
　
　
こ
れ
は
、
瓦
休
み
の
交
通
概
貌
防

皿
　
‐
に
ド
向
日
、
県
内
児
礁
生
徒
の
交

｝
　
遥
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
・
ご
と
も

皿
　
に
、
広
く
県
民
に
吋
し
、
交
通
マ
ナ
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Ｉ
ア
。
ブ
を
画
え
る
た
め
、
県
、
壬

生
町
、
県
警
察
本
部
な
ど
が
主
催
し
、

県
教
育
委
員
会
の
「
交
通
安
全
教
育

推
進
校
」
に
指
定
さ
・
れ
て
い
る
同
校

を
訪
れ
た
も
ら
・
で
恚

　
軟
混
成
で
ぱ
、
池
鴫
県
教
育
長
の
　
　
底
を
図
る
た
め
、
町
が
交
通
安
全
協

。
交
通
マ
ナ
Ｆ
の
高
揚
を
」
と
の
メ
　
　
会
な
ど
の
協
・
刀
を
得
て
実
咄
し
た
も

ッ
セ
ー
ン
を
受
け
て
、
生
徒
を
代
表
　
　
の
で
す
。

し
、
早
野
和
也
君
が
誓
い
の
こ
と
ば
　
　
卜

を
４
ぺ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・

無
謀
運
転
を
ス
ト
ッ
プ

　
夏
、
特
に
梢
え
ろ
無
謀
巡
転
を
追

放
し
よ
う
と
、
七
月
一
．
Ｆ
‥
１
１
、
壬
生

バ
イ
パ
ス
と
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
凡

庸
禎
広
報
が
行
‐
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
夏
の
熊
沢
運
転
追
放
逐

鉛
の
‐
‐
環
と
し
て
、
運
動
の
周
知
徹

W

　　　　　　　　　　ﾐ交通マナーＵＰの人文字
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運転手に呼びかける

べ白　
-一一

第６回壬生町青少年健全育成

　　　町民総決起大会

　
等
六
同
を
月
え
た
て
生
町
青
少
年

髪
全
が
成
町
民
総
決
起
大
会
（
剛
実

拙
‐
５
）
迂
．
’
一
等
大
尽
が
言
‐
〕
月
九
日
『

中
火
公
民
館
大
水
ｒ
ル
で
開
催
き
・
れ

ま
し
ぺ

　
こ
の
大
2
‐
は
ご
．
‐
犬
世
紀
か
担

う
青
少
年
に
自
主
性
と
剤
造
作
を
写

べ
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
と
・
ご

も
に
、
犯
罪
を
未
然
に
訪
出
し
、
そ

し
て
、
罪
を
犯
し
た
人
た
れ
．
の
．
更
生

援
助
に
深
い
理
解
を
持
ち
、
町
民
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
『
明
る
く
件
み
よ
い
千
生
肘
’
・

を
建
設
す
ろ
た
め
、
地
域
環
境
の
浄

化
と
冷
帯
感
に
満
ち
た
地
址
・
活
動
を

低
回
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
心
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
に
、
有
害
．
図
書
販
売

機
の
完
全
撤
去
な
ど
、
多
ぐ
の
成
果

を
あ
げ
て
い
平
凡

　
今
回
は
、
落
合
　
功
大
会
委
員
長

関
係
機
関
団
体
代
表
の
柚
片
肘
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
の
栃
木
警

察
著
長
か
ら
管
内
の
耽
況
等
の
ぶ
が

あ
宍
そ
の
後
、
市
大
同
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Λ
会
艮
、
池
　
節
子
さ
ん
が
四
項

目
か
ら
或
る
大
会
宣
．
冒
を
行
い
ま
し

た
．

　
岐
後
に
、
保
護
司
の
坂
本
励
兵
氏

か
ら
ぶ
豊
か
な
生
活
を
求
め
て
」

と
足
し
、
特
別
講
演
が
あ
り
淮
し
た
．

W

　
郡
民
体
育
祭

　
　
　
　
　
　
開
か
る

　
第
四
‐
ド
回
ド
都
賀
郡
民
体
育
祭
が

藤
岡
剛
に
於
い
て
ご
磨
こ
Ｉ
一
九
Ｈ
、

二
卜
七
日
、
七
月
卜
七
日
ご
〒
四

Ｈ
の
四
日
間
に
わ
た
っ
て
、
渡
良
和

運
動
公
園
を
中
’
し
に
開
か
れ
、
水
町

は
総
合
で
第
六
位
と
な
り
ま
し
か
．
、

　
秤
目
別
の
成
績
は
次
の
と
お
り
・
で

す
　
王
位
大
官
の
言

・
優
　
勝
　
水
　
泳

一
　
　
び
・

・
肛
・
優
腿

一
　
　
η

―
　
　
η

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

射
　
ヤ

男
子
パ
ス
ケ
マ
ト

女
７
.
睦
1
‐
‐

・
第
三
位
　
婦
人
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

　
民
事
介
入
暴
力

　
　
一
日
相
談
所
を
開
設

　
最
近
の
暴
力
団
犯
罪
は
、
県
民
の

Ｈ
営
生
活
や
経
済
取
引
き
の
場
に
介

入
し
て
不
法
な
貴
公
を
扱
僣
‐
１
る
現

今
介
入
谷
勾
今
案
が
増
加
し
て
い
ま

す
フ
こ
の
た
め
、
警
察
で
は
栃
木
県

弁
護
小
会
と
共
催
の
下
、
－
民
事
介

入
瓜
カ
ー
Ｈ
相
談
所
・
を
関
設
い
た

し
ま
す
。
・
袖
談
は
無
料
で
犬
）

▼
口
時
　
九
月
十
日
出
牛
後
甲
高

▼
場
所
　
東
武
宇
都
宮
百
貨
店

　
　
　
　
五
隣
人
催
本
場
入
口
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